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保存環境温度範囲
保存環境湿度範囲

－20～+60 ℃
10～95 %（結露なきこと）

Storage temperature:
Storage humidity:

–20 to +60ºC (–4 to +140ºF)
10 to 95%

运输、存储温度： 

运输、存储湿度：

-20ºC 至 +60ºC  
(-4ºF 至 +140ºF)
10％ 至 95％

Lagertemperatur:
Lagerfeuchtigkeit:

–20 bis +60ºC
10 bis 95 %

Température de 
stockage:
Humidité de stockage:

–20 à +60ºC (–4 à +140ºF) 

10 à 95%

Temperatura de 
almacenamiento:
Humedad de almacenamiento:

De –20 a +60 °C  
(de –4 a +140 °F)
De 10 a 95 %

Temperatura di conservazione: 

Umidità di conservazione:

–20 - +60ºC  
(–4 - +140ºF)
10 - 95%

Температура хранения: 

Влажность при хранении:

от –20 до +60ºC  
(от –4 до +140ºF)
от 10 до 95%

Saklama sıcaklığı: 

Saklama nemi değeri:

–20 ila +60ºC  
(–4 ila +140ºF)
%10 ila 95
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リユーザブルカフ Japanese

注意事項

 警告：
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡また
は重大な障害を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

 注意：
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が障害を負
う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が
想定される内容を示しています。

 警　告
•	出血傾向あるいは凝固亢進（状態）の患者の非観血血圧を測定する場
合は、十分注意してください。

	 カフを装着した四肢を締め付けた後に、点状の出血や血栓による循環
障害を生じることがあります。
•	カフのチューブは、折れ曲がらないようにしてください。血流が阻害さ
れ、うっ血などの循環障害を生じることがあります。カフに圧力がか
かった状態が続くと、壊死などを生じます。
•	2.5分以下の間隔で長時間測定する場合は、必ず、患者の状態を確認
しながら使用してください。血流が阻害され、うっ血などの循環障害を
生じることがあります。また、定時測定を長時間行う場合、定期的に血
行状態をチェックしてください。
•	創傷部位にカフを装着しないでください。悪化の原因となります。
•	血管内へのアクセス、治療およびA-Vシャントを行っている四肢にカ
フを装着しないでください。血流が阻害され、血液や薬液が逆流した
り、注入が停止することがあります。
•	乳腺切除された側の腕にカフを装着しないでください。血流が阻害さ
れ、むくみなどの循環障害を生じることがあります。
•	非観血血圧を測定中は、カフを装着した四肢で測定する他のME機

器の機能が一時的に使用できなくなることがあります。
•	非観血血圧を測定中は、カフの装着部位を確認し、患者の血液循環

に影響がないことを確認しながら使用してください。

 注　意
•	カフを装着する際は、強く巻きすぎないようにしてください。血流が阻
害され、うっ血などの循環障害を生じることがあります。また、カフの
巻き方がゆるいと、血圧値が高めになります。
•	部品は交換しないでください。他の部品に交換すると、本来の性能を
満たさなくなることがあります。

【注】	•	�異常のあるカフは使用しないでくださいカフは使用、洗浄、消毒により
劣化します。カフを使用する前に、傷、ひび割れ、穴などがないか点検
してください。

	 •	�本カフの装着時に、カフのほつれや破れがないことを点検してくださ
い。カフにほつれや破れがあった場合は使用を中止し、新しいカフと
交換してください。

	 •	�カフの内袋の中に水などの液体などを入れないでください。内袋の
中にわずかでも液体が入ったまま使用すると、モニタ本体に液体が
入り、本体が故障することがあります。

概　要
本品は、上腕や大腿部に装着して非観血
血圧を測定するためのカフです。装着部
に巻き付ける外袋とコネクタを含む内袋
から構成されています。本品は天然ゴム
ラテックスを原材料としていません。
ご使用の前には、必ず本取扱説明書をお
読みください。また、接続する機器の付属
文書もあわせてお読みください。
シンボルマーク一覧
本品には、以下のようなシンボルマークが使用されています。
シンボルマーク 名称・意味 シンボルマーク 名称・意味

注意 ロットナンバー

天然ゴムラテックス
を原材料としない 欧州代理人

製造日 製造業者

温度制限 湿度制限

背景色：青
取扱説明に従うこと CEマーク

医療機器（欧州連合の法令要求マーク）

カフの選択
◆カフの種類

カフの種類 内袋幅
(cm)

適用周囲長
(cm)

注文 
番号型　名 品　名

YP-710T 幼児用カフ 5 8～13 S951A
YP-711T 小児用カフ 7 13～18 S951B
YP-712T 成人用カフ（小） 10 18～23 S951C
YP-713T 成人用カフ（標準） 13 23～33 S951D
YP-714T 成人用カフ（大） 16 33～45 S951E
YP-715T 大腿部用カフ 19 45～55 S951F

コネクタ
社内規格適合品
ISO 80369-1およびIEC 80369-5には適合
しておりません。

YP-710T 幼児用カフ 5 8～13 YP-710T-S
YP-711T 小児用カフ 7 13～18 YP-711T-S
YP-712T 成人用カフ（小） 10 18～23 YP-712T-S
YP-713T 成人用カフ（標準） 13 23～33 YP-713T-S

カフの種類 内袋幅
(cm)

適用周囲長
(cm)

注文 
番号型　名 品　名

YP-714T 成人用カフ（大） 16 33～45 YP-714T-S
YP-715T 大腿部用カフ 19 45～55 YP-715T-S

コネクタ
IEC80369-5適合品
ISO 80369-1またはIEC 80369-5に適合して
いる機器と組合せて使用してください。

適合規格については、接続する機器の取扱説明書を参照してください。
◆カフの選択
カフには装着部位周囲長の適用範囲が記載されています。装着部位に対
して適用範囲内のカフで、大きいほうを使用してください。

【注】	カフのサイズは装着部位の周径に適したものを使用してください。サイズ
が合わない場合、測定値に誤差を生じることがあります。

始業点検
以下の点を確認・点検してください。
•	カフを使用する前に傷、ひび割れ、穴などがないか
•	カフを装着する際に、カフのほつれや破れがないか
•	内袋が外袋内に正しく収納されているか
カフの装着

【注】	 •	�測定中にチューブが体の下になったり、折れ曲がるなどしてチューブを
閉塞することがないように注意して装着してください。

	 •	�カフ装着部の皮下出血を防止するため、カフは指2本入る程度にピッタ
リと巻いてください。巻き方が緩いとカフが膨らんだ際に皮膚を挟み、皮
下出血を起こすことがあります。

1.	カフ布表面の“▼ARTERY”の“▼”の
位置に動脈がくるようにピッタリと装
着します。

【注】	カフは肘や膝などの関節にかからな
い位置に装着してください。

2.	カフ布端の“INDEX”が“◀RANGE▶”
の範囲内にあることを確認します。

【注】 “INDEX”が“◀RANGE▶”の範囲
に入らない場合は、別のサイズのカ
フと取り換えてください。

内袋の着脱

◆外袋から内袋を取り出す
外袋の横の切れ目から内袋をつまみ、その
まま内袋を引っ張り、取り出します。

【注】	取り出すときに、内袋および外袋を傷つけ
ないように注意してください。

◆外袋に内袋を入れる
1.	内袋を2つ折りにします。
2.	外袋の横の切れ目から内袋を入れます。
	 チューブは上の切れ目から出し、折れなどがないよう正しく収納して

ください。
3.	内袋を丁寧にのばします。

洗浄・消毒
洗浄・消毒する前に、外袋から内袋を取り出します。取り出し方法につい
ては、「内袋の着脱」の項を参照してください。

【注】	 •	�内袋の洗浄・消毒時は、穴をあけたり傷などをつけないように注意してくだ
さい。穴があいている、傷がついているものは使用中に破裂することがあ
ります。

	 •	�カフの内袋の中に水などの液体などを入れないでください。内袋の中
にわずかでも液体が入ったまま使用すると、モニタ本体に液体が入
り、本体が故障することがあります。

◆洗　浄
•	外袋..................... �中性洗剤で洗浄、水洗いの後、完全

に乾かします。
•	内袋...................... �カフ内の空気を完全に抜いてから

コネクタキャップをしっかり閉め、中
性洗剤で洗浄、水洗いの後、完全に
乾かします。

◆消　毒
•	外袋..................... �80℃の温水に10分間浸漬後、上記の洗浄を行います。
•	内袋...................... �次亜塩素酸ナトリウム（ハイター）にて薬液消毒後、上

記の洗浄を行います。
外袋と内袋の消毒は、消毒用エタノールでも可能です。消毒用エタ
ノールを含ませた柔らかい布で拭いた後、完全に乾かします。

【注】	•	オートクレーブによる滅菌は行わないでください。
	 •	紫外線照射やオゾンによる滅菌・消毒は行わないでください。
	 •	�指定以外の消毒剤を使用しないでください。また、消毒剤は正しい

濃度で使用してください。詳細は、消毒剤の取扱説明書をご参照
ください。

保存上の注意
内袋が劣化しますので、直射日光や紫外線があたる場所や、オゾン雰囲
気中には保存しないでください。
使用期限
カフは、使用開始から約1年を目安に交換してください。内袋の寿命は、加
減圧30,000回が目安です。また使用中は、内袋に穴をあけたり、傷などを
つけないように注意してください。

外袋

チューブ

コネクタ
内袋（外袋の中）

▼ARTERY

◀RANGE▶

コネクタキャップ

穴があいている、傷がついているものは使用中に破裂することがありま
す。廃棄した上で新しいものと交換してください。
廃　棄

 注　意
廃棄する場合には、各自治体または施設の基準に従ってください。感染の
おそれがある製品を廃棄する場合には、感染性廃棄物として各自治体ま
たは施設の基準に従ってください。正しく廃棄されない場合には、感染や
環境に影響を及ぼす可能性があります。

規　格
使用環境条件	 温度範囲	 10～40 ℃
	 湿度範囲	 15～85 %（結露なきこと）
耐用期間	� 本品は消耗品です。開封時に傷、破損があった場合、材

料に変質が見られた場合のみ、無償交換いたします。
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Note for users in the territory of the EEA and Switzerland:
Any serious incident that has occurred in relation to the device should be reported to the European Representative designated by the manufacturer 
and the Competent Authority of the Member State of the EEA and Switzerland in which the user and/or patient is established.

※	記載されている会社名・製品名は、各社の商標および登録商標です。
※	本書の記載内容を無断で転載・複写することは、著作権の侵害となります。

OPERATOR’S MANUAL NIBP Cuff English

Symbol Description Symbol Description
Caution Lot number

Not made with 
natural rubber latex

Date of 
manufacture

Background 
color: blue

Follow instructions 
for use

Temperature limits

Humidity limits

Medical device
The MD symbol is applied in accordance with 
European Union legislation.
The CE mark is a protected conformity mark of the 
European Union. 

General
The NIBP cuff is for measuring NIBP 
by wrapping the cuff around the 
arm or thigh. The cuff consists of a 
cloth cover and an inflation bag with 
a connector. This NIBP cuff is not 
made with natural rubber latex.
Thoroughly read this manual and the 
operator’s manual of the connected monitor before use.
Safety Information

WARNING
•	Be careful when measuring NIBP on a patient with known 

bleeding disorders or coagulation. After NIBP measurement, 
there may be dot hemorrhage or circulatory disorder by 
thrombus on a limb which the cuff is attached.

•	Do not bend the tube of the NIBP cuff during measurement. It 
may cause circulatory disorder such as congestion from poor 
blood circulation. If the cuff keeps receiving pressure, pressure 
necrosis may occur on the attachment site.

•	When performing long term measurement at intervals less 
than 2.5 minutes, perform measurements while observing the 
state of the patient to ensure adequate circulation. Circulatory 
disorder such as congestion may occur at the measurement 
site. When performing periodic measurement for a long time, 
periodically check the circulation condition.

•	Do not attach the NIBP cuff on a wounded area. It may make 
the wound worse.

•	Do not attach the NIBP cuff on a limb which is being used for 
intravascular access or therapy, or an arterio-venous (A-V) 
shunt. It may cause reflux of blood or medicinal solution or block 
injection of medicinal solution due to poor blood circulation.

•	Do not attach the NIBP cuff on an arm which is the same side 
as a mastectomy. It may cause circulatory disorder such as 
swelling from poor blood circulation.

•	While measuring NIBP, if the NIBP cuff and other medical 
equipment are attached to the same limb, the medical 
equipment might not function temporarily.

•	While measuring NIBP, check the patient condition and confirm 
that the NIBP cuff does not affect blood circulation.

CAUTION
•	Do not wrap the cuff too tight or too loose. If the cuff is too tight, 

it may cause circulatory disorder such as congestion from poor 
blood circulation.  
If the cuff is too loose, the NIBP value may increase.

•	Do not replace any parts on the cuff. If parts are replaced with 
other parts, correct NIBP measurement cannot be performed.

NOTE:
•	Do not use an abnormal cuff because correct NIBP 

measurement cannot be performed. The cuff deteriorates from 
use, cleaning and disinfection. Check that there is no flaw, crack 
or hole in the cuff before use.

•	Before attaching the cuff, check that the cloth cover has no 
loose stitches. If you find a loose stitch on the cloth cover, 
immediately replace the cuff with a new one. Otherwise the 
inflation bag may burst during use.

•	Never allow liquid to get inside the inflation bag. If liquid gets 
in the inflation bag, it may get into the connected monitor and 
damage the monitor.

Selecting the Cuff
The appropriate range of attachment site circumference is 
printed on the cuff. If more than one cuff size fits the attachment 
site circumference, select the larger cuff.
NOTE:	Select a cuff which fits the patient. Otherwise correct NIBP 

measurement cannot be performed.

Model
Inflation 

Bag 
Width 

Appropriate 
Circumference Supply Code

YP-710T NIBP cuff, Infant 5 cm 8 to 13 cm S951A
YP-711T NIBP cuff, Child 7 cm 13 to 18 cm S951B

YP-712T NIBP cuff, Adult, 
Small 10 cm 18 to 23 cm S951C

YP-713T NIBP cuff, Adult 13 cm 23 to 33 cm S951D

YP-714T NIBP cuff, Adult, 
Large 16 cm 33 to 45 cm S951E

YP-715T NIBP cuff, Thigh 19 cm 45 to 55 cm S951F

Connector
Existing connector
Not compliant with ISO 80369-1 and 
IEC 80369-5.

YP-710T NIBP cuff, Infant 5 cm 8 to 13 cm YP-710T-S
YP-711T NIBP cuff, Child 7 cm 13 to 18 cm YP-711T-S

YP-712T NIBP cuff, Adult, 
Small 10 cm 18 to 23 cm YP-712T-S

YP-713T NIBP cuff, Adult 13 cm 23 to 33 cm YP-713T-S

YP-714T NIBP cuff, Adult, 
Large 16 cm 33 to 45 cm YP-714T-S

YP-715T NIBP cuff, Thigh 19 cm 45 to 55 cm YP-715T-S

Connector
IEC 80369-5 compliant connector
Only connect a device that complies with 
ISO 80369-1 or IEC 80369-5.

For compliant standards, refer to the operator’s manual of the 
connecting device.
Check Before Use
•	Before use, check the cuff and confirm that there is no flaw, 

crack or hole in it.
•	Before attaching the cuff, check that the cloth cover has no 

loose stitches.
•	Confirm that the inflation bag is properly inserted in the cloth 

cover.
Attaching the Cuff to the Patient
NOTE:
•	To prevent cutting off the air flow in the cuff tube during 

measurement, take care not to bend the tube or place it under 
the patient.

•	When wrapping the cuff, leave enough space that you can put 
two fingers between the cuff and skin.  
If the cuff is too loose, skin may get pinched by the inflated cuff 
and subcutaneous bleeding may occur.

1.	 Wrap the cuff around the limb so 
that the ▼ mark of the “ARTERY” 
aligns with the patient artery.
NOTE: The cuff must not wrap 
around the elbow or knee.

2.	Check that “INDEX” is within the 
“◄RANGE►”.
NOTE: If “INDEX” is not within the 
“◄RANGE►”, change the cuff size. 
Otherwise correct measurement cannot be performed.

Removing and Inserting the Inflation Bag
Removing the Inflation Bag from the 
Cloth Cover
Pull out the inflation bag from the slit in 
the cloth cover. 
NOTE: Take care not to damage the cuff.
Inserting the Inflation Bag in the Cloth Cover
1.	 Fold the inflation bag in half lengthwise.
2.	 Insert the tube and folded inflation bag into the side slit in the 

cloth cover. Pull out the tube from the small slit. Be careful 
not to let the inflation bag fold inside the cloth cover.

3.	 Carefully unfold the inflation bag.

Cleaning and Disinfecting the Cuff
Before cleaning or disinfecting the cuff, pull out the inflation 
bag from the cloth cover. After cleaning or disinfecting, put 
the inflation bag into the cloth cover properly. Refer to the 
“Removing and Inserting the Inflation Bag” section.
NOTE:
•	While cleaning or disinfecting the inflation bag, take care not to 

damage it. A perforated or scratched inflation bag may burst during 
use.

•	Never allow liquid to get inside the inflation bag. If liquid gets 
in the inflation bag, it may get into the connected monitor and 
damage the monitor.

Cleaning
Cloth cover:	 Wash with neutral detergent and 

water. Thoroughly dry it.
Inflation bag:	 Remove all air from the bag and 

close the connector cap firmly. 
Then, wash with neutral detergent 
and water. Thoroughly dry it.

Disinfection
Cloth cover:	 Immerse the cloth cover in hot water (80ºC, 176ºF) 

for 10 minutes and then clean it as described above.
Inflation bag:	 Disinfect the inflation bag with sodium 

hypochlorite and then clean it as described above.
The cloth cover and inflation bag can be disinfected with 
disinfecting ethanol. Wipe the cloth cover and inflation bag 
with a soft cloth moistened with disinfecting ethanol and then 
dry thoroughly.
NOTE:
•	Do not autoclave the cuff.
•	Do not sterilize or disinfect the cuff with ultraviolet light or ozone.
•	Do not use unspecified disinfectants. 
•	Use the disinfectant in the correct concentration. Refer to the 

manual of the disinfectant for details.
Storage
Avoid direct sunlight and ultraviolet light. Do not store the cuff 
in an ozone environment. Ozone deteriorates the inflation bag.
Lifetime
Replace the cuff about one year after you start using it. The 
lifetime of the inflation bag is approximately 30,000 inflations.
Even before the cuff lifetime expires, dispose of the cuff and 
replace it with a new one if it has a hole or flaw. This product is 
a consumable.
Disposal

CAUTION
Dispose of Nihon Kohden products according to your local laws 
and your facility’s guidelines for waste disposal. Otherwise, 
it may affect the environment. If there is a possibility that the 
product may have been contaminated with infection, dispose of it 
as medical waste according to your local laws and your facility’s 
guidelines for medical waste. Otherwise, it may cause infection.

Specifications
Operating temperature:	 10 to 40ºC (50 to 104ºF)
Operating humidity:	 15 to 85%

Cloth cover

Tube

Connector

Inflation bag
(in the cloth cover)

ARTERY

◄RANGE►

Connector cap

技术使用说明书 血压袖带 Chinese

符号 说明 符号 说明

注意 批号

并非由天然乳胶制成 生产日期

CE标识是受到保护的欧
盟符合标识。

使用期限

背景颜色：
蓝色

按照使用说明书

温度极限

湿度极限

医疗器械（欧盟法规符
合标识）

适用范围
本产品主要配套用于日本光电集
团制监护设备，可在医院的手术
室、ICU、CCU、HCU、普通病房、检查室
以及门诊室使用于测量成人、小儿（包括
婴儿）的无创血压。本产品可重复使用。

产品组成
本产品由气囊套、气囊（充气部分）及导气管组成。本产品不含
乳胶成份。
使用之前请先充分阅读本技术使用说明书和连接监护仪的使用说
明书。

安全信息

警告
•	对已知有出血或血凝倾向的患者，测量NIBP时务必小心。测量后，
袖带缠绕的部位可能会出现圆点状出血或因血栓导致循环不良。

•	测量期间不要弯折袖带的导气管。否则可能因血液循环不良而导致淤
血等循环障碍。如果袖带持续受压，缠绕部位可能发生压迫性坏死。

•	以低于2.5 分钟的间隔进行长时间测量时，应观察患者状态以确保
循环良好。否则，在测量部位可能会出现淤血。进行长时间定时测
量时，应定期检查血液循环情况。

•	不要将袖带缠绕在伤口部位。否则可能使伤口情况恶化。

•	不要将袖带缠在输液、血管内诊断和治疗、动静脉短路的肢体上。
否则会引起血液或药液回流或因血液循环不畅而停止输液。

•	不要将袖带装到与切除乳房同侧的手臂上。否则可能因血液循环不
良而导致肿胀等循环障碍。

•	在测量无创血压时，如果袖带与其他医疗设备安装在同一肢体上，
该医疗设备可能暂时无法工作。

•	在测量无创血压时，请检查患者情况并确认袖带不会影响血液循
环。

注意
•	请勿将袖带缠绕得过紧或过松。如果袖带太紧，可能因血液循环不
良而导致淤血等循环障碍。如果袖带过松，会使NIBP测量值偏大。

•	不要更换袖带上的任何部件。如果更换了部件，将不能正确测定无
创血压。

参考：
•	请勿使用损坏袖带，否则无法正确测量血压。袖带会因使用、清洁
和消毒而劣化。使用前，请检查袖带有无裂痕、裂缝或破洞。

•	安放袖带之前，请检查气囊套上有无松散的针脚。如果发现气囊套
上有松散的针脚，请立即更换新的袖带。否则气囊可能在使用中爆
裂。

•	请勿让水等液体进入气囊。如果在液体进入气囊的情况下使用，则
液体可能会进入监护仪主机里，并导致主机故障。

选择袖带
袖带上印有适合的安装部位的周长。如果有若干个袖带尺寸适合安
装部位的周长，则选择大的袖带。

参考：请选择适合患者的袖带。否则不能正确测量血压。

型号 气囊宽度 适当的圆周 供应代码

YP-710T 婴儿用 5 cm 8 cm 至 13 cm S951A

YP-711T 小儿用 7 cm 13 cm 至 18 cm S951B

YP-712T 成人用 10 cm 18 cm 至 23 cm S951C

YP-713T 成人用 13 cm 23 cm 至 33 cm S951D

YP-714T 成人用 16 cm 33 cm 至 45 cm S951E

YP-715T 成人大腿用 19 cm 45 cm 至 55 cm S951F

使用前应检查
•	使用前，请检查袖带并确认没有裂痕、裂缝或破洞。
•	安放袖带之前，请检查气囊套上无松散的针脚。
•	确认气囊已正确放入到气囊套内。

连接袖带和监护仪
1.	打开接头盖并将袖带接头插入通气软管

接头。

2.	按顺时针方向旋转直至发出咔哒声。

要断开通气软管上的袖带：

1.	按逆时针方向旋转袖带接头以将其解
锁。

2.	从通气软管接头取下接头。

参考：请勿对接头过度用力，如踩踏、用夹
具或钳子拔扯。这样可能会弄坏接头。

把袖带安放在患者身上
参考：
•	为避免测量时袖带导气管内的气流被阻断，请小心不要弯折导气管
或将导气管放置在患者身下。

•	缠绕袖带时，要留出足以在袖带和皮肤间容下两指的空间。如果袖
带太松，皮肤可能被胀大的袖带夹到而造成皮下出血。

1.	将袖带缠绕到肢体上，使“ARTERY”的
▼标记与患者动脉对齐。
参考：切勿将袖带缠绕到手肘或膝盖部
位。

2.	要确认印在气囊套短边上的“INDEX”
线在“◄RANGE►”的范围内。
参考：如果“INDEX”线不
在“◄RANGE►”的范围内，请更换其
他尺寸的袖带。否则不能正确测量。

取出和放入气囊

从气囊套上取出气囊
从气囊套开口拉出气囊。

参考：小心不要损坏袖带。

将气囊放入气囊套内

1.	将气囊折叠为一半长度。

2.	将导气管和折叠好的气囊插入气囊套侧面开口。从小口拉出导气
管。请小心不要让气囊在气囊套内折叠。

3.	小心地展开气囊。

清洁袖带并对其进行消毒
在清洁和消毒袖带之前，从气囊套拉出气囊。清洁或消毒之后，将
气囊正确放入气囊套。参阅“取出和放入气囊”一节。
参考：
•	清洁或消毒气囊时，小心不要损坏。有破洞或刮伤的气囊在使用中
可能会爆裂。

•	请勿让水等液体进入气囊。如果在液体进入气囊的情况下使用，则
液体可能会进入监护仪主机里，并导致主机故障。

清洁
气囊套：	用中性清洁剂和水清洁。彻底干燥。

气囊：	� 除去气囊中所有空气并盖紧接头盖。然后用
中性清洁剂和水清洁。彻底干燥。

消毒
气囊套：	�将气囊套浸于热水(80ºC, 176ºF)中10分钟，

然后如上所述将其洗干净。

气囊：	� 用次氯酸钠将气囊消毒，然后如上所述进行清洁。

可使用消毒酒精对气囊套和气囊进行消毒。使用蘸湿有消毒酒精的
软布擦拭气囊套和气囊，之后将其彻底干燥。

参考：
•	不要给袖带高压灭菌。
•	不要用紫外线或臭氧对袖带进行灭菌或消毒。
•	不要使用非指定的消毒剂。
•	使用正确浓度的消毒剂。有关详情，请参见消毒剂的说明书。

储存

避免阳光直射和紫外线。请勿将袖带保存于臭氧环境中。臭氧会
造成气囊劣化。

使用期限

开始使用一年后，请更换新的袖带。气囊的使用期大约为30,000
次充气。
如果袖带上有破洞或裂痕，即使还未到使用期也应废弃并更换新的
袖带。本产品为消耗品。

废弃

注意
废弃日本光电产品时，必须遵守有关废弃物的当地法规及使用机构
的规定。否则可能影响环境。如果本产品可能已被传染物污染，应
根据有关医疗废弃物的当地法规及使用机构的规定进行废弃。否则
可能导致传染。

规格
操作温度：	10ºC 至 40ºC (50ºF 至 104ºF)
操作湿度：	15％ 至 85％

气囊的尺寸：
YP-710T：	5(宽)cm × 12(长)cm
YP-711T：	7(宽)cm × 15(长)cm
YP-712T：	10(宽)cm × 21(长)cm
YP-713T：	13(宽)cm × 29(长)cm
YP-714T：	16(宽)cm × 38(长)cm
YP-715T：	19(宽)cm × 44(长)cm

耐压力：
预期使用的最大压力：300mmHg

产品名称 血压袖带

型号、规格 YP-710T
YP-711T
YP-712T

YP-713T
YP-714T
YP-715T

备案人/
生产企业名称

日本光电工业株式会社

备案人/
生产企业地址、 
联系方式

日本国东京都新宿区西落合1-31-4

生产地址 日本国千叶县市原市八幡海岸通1969-33,34

代理人/
售后服务单位

上海光电医用电子仪器有限公司
注册地址：�上海市奉贤区环城北路567号 

（上海市工业综合开发区内）

联系方式：�电话：021-62700909 
传真：021-62709700 
电话：021-62709799（维修） 
传真：021-62709739（维修）

第一类医疗器械备
案号/
医疗器械产品技术
要求编号

国械备20151703

生产日期 见产品标签

接头

通气软管

1

2

通气软管

接头

1

2

ARTERY

“INDEX”线

◄RANGE►

接头盖

气囊套

导气管

接头

气囊(充气部分)
(在气囊套内）

Gebrauchsanweisung Blutdruckmanschette German

Symbol Beschreibung Symbol Beschreibung
Nicht mit Naturlatex 
hergestellt. Vorsicht

Temperaturgrenzen Chargennummer

Feuchtigkeitsgrenze Herstellungsdatum

Hintergrundfarbe: 
Blau

Gebrauchsanweisung befolgen

Medizinisches Gerät 
Das MD-Symbol wird gemäß der Gesetzgebung 
der Europäischen Union verwendet.
Das CE-Zeichen ist ein geschütztes 
Konformitätszeichen der Europäischen 
Gemeinschaft.

Allgemeines
Die Blutdruckmanschette dient 
zur Messung des nicht-invasiven 
Blutdrucks (NIBD), indem die 
Manschette um den Arm oder 
Oberschenkel gelegt wird. 
Die Manschette besteht aus 
einem Stoffüberzug und einer 
Gummimanschette mit einem 
Anschluss. Diese Blutdruckmanschette ist latexfrei.
Lesen Sie diese Gebrauchsanweisung sowie die 
Gebrauchsanweisung des angeschlossenen Monitors vor der 
Anwendung sorgfältig durch.

Sicherheitshinweise
WARNUNG

•	Seien Sie vorsichtig, wenn Sie NIBD-Messungen an 
einem Bluter oder einem Patienten mit bekannten 
Gerinnungsstörungen durchführen. Nach der NIBD-
Messung, können an den Extremitäten, an denen die 
Blutdruckmanschette angelegt ist, punktuelle Blutungen oder 
Durchblutungsstörungen durch Thromben entstehen.

•	Knicken Sie den Druckschlauch der Blutdruckmanschette 
nicht während der Messung. Hierdurch können 
Durchblutungsstörungen, wie eine Abschnürung der 
Durchblutung, verursacht werden. Falls die Manschette unter 
Druck verbleibt, können am Messort Drucknekrosen entstehen.

•	Sobald Sie während einer Langzeitmessung viele Messzyklen 
in Intervallen von weniger als 2,5 Minuten durchführen, 
überprüfen Sie fortlaufend den Zustand des Patienten, um 
eine ausreichende Durchblutung sicherzustellen. Am Messort 
können Durchblutungsstörungen wie z.B. eine Blutstauung 
entstehen. Wenn Sie über längere Zeit eine periodische 
Messung durchführen, überprüfen Sie regelmäßig die 
Durchblutung.

•	Legen Sie die Blutdruckmanschette nicht in Wundbereichen an. 
Dadurch kann die Wunde verschlimmert werden.

•	Legen Sie die Blutdruckmanschette nicht an Extremitäten an, 
die für einen intravaskulären Zugang, einer intravaskulären 
Therapie, oder einen arterio-venösen (A-V) Shunt verwendet 
werden. Aufgrund der schlechten Durchblutung kann ein 
Rückfluss des Blutes oder der Medikation verursacht bzw. die 
Injektion oder die Medikation blockiert werden.

•	Legen Sie die Blutdruckmanschette nicht an einem Arm an, der 
sich auf der Seite einer Brustamputation befindet. Aufgrund der 
schlechten Durchblutung kann eine Durchblutungsstörung wie 
z.B. eine Schwellung verursacht werden.

•	Falls die Blutdruckmanschette und andere Medizingeräte 
an der gleichen Extremität angeschlossen sind, kann das 
Medizingerät während der NIBD-Messung vorübergehend nicht 
ordnungsgemäß funktionieren.

•	Überprüfen Sie während der NIBD-Messung den Zustand 
des Patienten, und vergewissern Sie sich, dass die 
Blutdruckmanschette nicht die Durchblutung beeinträchtigt.

ACHTUNG
•	Legen Sie die Manschette nicht zu eng und nicht zu locker 

an. Falls die Manschette zu eng anliegt, können, aufgrund der 
schlechten Durchblutung, Durchblutungsstörungen wie z.B. 
Blutstauungen verursacht werden. Falls die Manschette zu locker 
angelegt wird, kann der NIBD-Wert erhöht sein.

•	Ersetzen Sie niemals Teile der Manschette. Sobald Teile durch 
andere Teile ersetzt werden, kann eine korrekte NIBD-Messung 
nicht mehr durchgeführt werden.

HINWEIS:
•	Verwenden Sie keine beschädigte Manschette, da anderenfalls 

die NIBD-Messung nicht korrekt durchgeführt werden kann. Die 
Manschetten altern aufgrund ihres Gebrauchs, der Reinigung 
und der Desinfektion. Überprüfen Sie vor der Anwendung, ob 
sich in der Manschette kein Leck, Riss oder Loch befindet.

•	Überprüfen Sie vor dem Anlegen der Manschette, dass sich am 
Stoffbezug keine Nähte gelöst haben. Falls sich am Stoffbezug  
beschädigte Nähte befinden, ersetzen Sie umgehend 
die Manschette durch eine neue. Anderenfalls kann die 
Gummimanschette während der Messung aufplatzen.

•	Lassen Sie niemals Flüssigkeiten in die Gummimanschette 
eindringen. Falls Flüssigkeiten in die Gummimanschette gelangt 
sind, kann sie in den angeschlossenen Monitor gelangen und 
den Monitor beschädigen.

Manschette auswählen
Der passende Bereich des Umfangs am Messort ist auf der 
Manschette aufgedruckt. Falls mehrere Manschettengrößen 
zum Umfang des Messortes passen, wählen Sie die größere 
Manschette aus.
HINWEIS: Wählen Sie eine Manschette aus, die dem Patienten 
passt. Anderenfalls kann keine korrekte NIBD-Messung 
durchgeführt werden.

Modell
Breite der 
Gummim-
anschette 

Passender 
Armum-

fang
Bestell-
nummer

YP-710T Blutdruckmanschette, 
Kleinkind 5 cm 8 bis 13 

cm S951A

YP-711T Blutdruckmanschette, 
Kind 7 cm 13 bis 18 

cm S951B

YP-712T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener, klein 10 cm 18 bis 23 

cm S951C

YP-713T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener 13 cm 23 bis 33 

cm S951D

YP-714T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener, groß 16 cm 33 bis 45 

cm S951E

YP-715T Blutdruckmanschette, 
Oberschenkel 19 cm 45 bis 55 

cm S951F

Stecker
Vorhandener Stecker
Entspricht nicht ISO 80369-1 und IEC 
80369-5.

YP-710T Blutdruckmanschette, 
Kleinkind 5 cm 8 bis 13 

cm
YP-

710T-S

YP-711T Blutdruckmanschette, 
Kind 7 cm 13 bis 18 

cm
YP-

711T-S

Stoffbezug

Schlauch

Stecker

Gummimanschette
(im Stoffbezug)

Modell
Breite der 
Gummim-
anschette 

Passender 
Armum-

fang
Bestell-
nummer

YP-712T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener, klein 10 cm 18 bis 23 

cm
YP-

712T-S

YP-713T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener 13 cm 23 bis 33 

cm
YP-

713T-S

YP-714T Blutdruckmanschette, 
Erwachsener, groß 16 cm 33 bis 45 

cm
YP-

714T-S

YP-715T Blutdruckmanschette, 
Oberschenkel 19 cm 45 bis 55 

cm
YP-

715T-S

Stecker
Stecker nach IEC 80369-5
Nur Vorrichtungen gemäß ISO 80369-1 bzw. 
IEC 80369-5 anschließen.

Beachten Sie die Gebrauchsanweisung der anzuschließenden 
Vorrichtung hinsichtlich der zulässigen Normen.
Überprüfungen vor dem Gebrauch
•	Überprüfen Sie vor dem Gebrauch, ob sich in der Manschette 

kein Leck, Riss oder Loch befindet.
•	Überprüfen Sie vor dem Anlegen der Manschette, dass sich am 

Stoffbezug keine Nähte gelöst haben.
•	Vergewissern Sie sich, dass die Gummimanschette sich richtig 

im Stoffbezug befindet.
Manschette am Patienten anlegen
HINWEIS
•	Um während der Messung den Luftstrom in die 

Gummimanschette nicht zu unterbrechen, achten Sie darauf, 
dass der Druckschlauch nicht geknickt oder unter den Patienten 
gelegt wird.

•	Wenn Sie die Manschette umwickeln, lassen Sie genügend 
Platz, so dass noch zwei Finger zwischen Manschette und Haut 
passen. Falls die Manschette zu locker sitzt, kann die Haut von 
der Manschette gequetscht werden und es können subkutane 
Blutungen enstehen.

1.	 Wickeln Sie die Manschette so um 
die Extremität, dass die Markierung 
▼ von „ARTERY“ über der Arterie 
des Patienten liegt.
HINWEIS: Die Manschette darf nicht 
um den Ellenbogen oder das Knie gewickelt werden.

2.	Überprüfen Sie, ob sich der 
Schriftzug „INDEX“ innerhalb von 
„◄RANGE►“ befindet.
HINWEIS: Falls sich der Schriftzug 
„INDEX“ nicht in dem Bereich von 
„◄RANGE►“ befindet, müssen Sie eine andere 
Manschettengröße verwenden. Anderenfalls kann keine 
korrekte Messung durchgeführt werden.

Gummimanschette entfernen und einlegen
Gummimanschette aus dem Stoffbezug entfernen
Ziehen Sie die Gummimanschette aus 
der Öffnung des Stoffbezugs heraus. 
HINWEIS: Achten Sie darauf, dass Sie 
die Manschette nicht beschädigen.
Gummimanschette im Stoffbezug einlegen
1.	 Falten Sie die Gummimanschette in Längsrichtung um die 

Hälfte.
2.	Führen Sie den Druckschlauch und die gefaltete 

Gummimanschette durch die seitliche Öffnung des 
Stoffbezugs. Ziehen Sie den Druckschlauch durch die 
kleine Öffnung wieder heraus. Achten Sie darauf, dass die 
Gummimanschette im Stoffbezug nicht gefaltet bleibt.

3.	� Entfalten Sie vorsichtig die  
Gummimanschette.

Manschette reinigen und desinfizieren
Ziehen Sie die Gummimanschette aus dem Stoffbezug heraus, 
bevor Sie sie reinigen oder desinfizieren. Setzen Sie die 
Gummimanschette nach der Reinigung oder Desinfektion wieder 
richtig in den Stoffbezug ein. Beachten Sie auch den Abschnitt 
„Gummimanschette entfernen und einlegen“.
HINWEIS:
•	Achten Sie beim Reinigen und Desinfizieren darauf, dass Sie 

die Gummimanschette nicht beschädigen. Eine perforierte oder 
gerissene Gummimanschette kann während der Anwendung 
platzen.

•	Lassen Sie niemals Flüssigkeiten in die Gummimanschette 
eindringen. Falls Flüssigkeit in die Gummimanschette gelangt 
ist, kann sie in den angeschlossenen Monitor gelangen und 
den Monitor beschädigen.

Reinigung
Stoffbezug:  Kann mit Neutralseife und Wasser 
gereinigt werden. Trocknen Sie anschließend 
die Manschette gut ab.
Gummimanschette:  Entfernen Sie die 
gesamte Luft aus der Gummimanschette, 
und verschließen Sie die Verschlusskappe 
sorgfältig. Waschen Sie sie dann mit 
Neutralreiniger und Wasser. Trocknen Sie 
anschließend die Manschette gut ab.
Desinfektion
Stoffbezug:  Weichen Sie den Stoffbezug in heißem Wasser 
(80ºC) für 10 Minuten ein, und reinigen Sie ihn dann wie oben 
beschrieben.
Gummimanschette:  Desinfizieren Sie die Gummimanschette 
mit Natriumhypochlorid, und reinigen Sie sie dann wie oben 
beschrieben.
Der Stoffüberzug und die Gummimanschette können mit Ethanol 
desinfiziert werden. Wischen Sie den Stoffüberzug und die 
Gummimanschette mit einem weichen, mit Ethanol befeuchteten 
Tuch ab und trocknen Sie die Teile dann gründlich ab. 
HINWEIS:
•	Die Manschette darf nicht autoklaviert werden.
•	Sterilisieren oder desinfizieren Sie die Manschette niemals mit 

UV-Licht oder Ozon.
•	Verwenden Sie keine unspezifizierten Desinfektionsmittel. 
•	Verwenden Sie die Desinfektionsmittel in der korrekten 

Konzentration. Für weitere Informationen beachten Sie auch die 
Gebrauchsanweisung des Desinfektionsmittels.

Lagerung
Vermeiden Sie direktes Sonnenlicht und UV-Licht. Lagern Sie 
die Manschette nicht in einer ozonhaltigen Umgebung. Ozon 
lässt die Gummimanschette altern.
Lebensdauer
Ersetzen Sie die Manschette nach einem Gebrauch von einem 
Jahr. Die Lebensdauer der Gummimanschette beträgt etwa 
30.000 Pumpzyklen.
Ersetzen Sie die Manschette durch eine neue, und entsorgen Sie 
die alte Manschette, sobald sie ein Loch oder ein Leck besitzt 
- auch wenn die Lebensdauer noch nicht überschritten ist. Bei 
diesem Produkt handelt es sich um Verbrauchsmaterialien.
Entsorgung

ACHTUNG
Entsorgen Sie Nihon Kohden Produkte entsprechend den 
geltenden Gesetzen bzw. den Krankenhausrichtlinien, um 
eine Verschmutzung der Umwelt zu vermeiden. Falls die 
Gefahr besteht, dass das Produkt infektiös kontaminiert 
wurde, muss es entsprechend den geltenden Gesetzen und 
Krankenhausrichtlinien für medizinischen Abfall entsorgt werden. 
Andernfalls kann es Infektionen verursachen.

Technische Daten
Betriebstemperatur:	 10 bis 40ºC
Betriebsluftfeuchtigkeit:	 15 bis 85 %

ARTERY

◄RANGE►

Verschlusskappe 
des Steckers

MANUEL D’UTILISATION Brassard PNI French

Symbole Description Symbole Description
Attention Numéro de lot

Date de 
fabrication

Limites de 
humidité

Couleur 
d’arrière-plan : bleu

Consulter le 
mode d’emploi

Limites de 
température

N’est pas fabriqué avec du latex de caoutchouc

Dispositif médical 
Le symbole DM est appliqué conformément à la 
législation de l’Union européenne.
Le marquage CE est une marque protégée de 
conformité de la Communauté européenne. 

Généralités
Le brassard PNI est destiné à la 
mesure de la PNI en plaçant le 
brassard autour du bras ou de 
la cuisse. Il consiste en un sac 
gonflable recouvert d’une housse 
en tissu pourvu d’un connecteur. 
Ce brassard PNI ne contient 
pas de latex.
Veuillez lire intégralement ce manuel ainsi que le manuel 
d’utilisation du moniteur connecté avant utilisation.
Informations relatives à la sécurité

AVERTISSEMENT
•	Être particulièrement vigilant lors de la mesure de la PNI 

chez un patient atteint de troubles hémostatiques ou de la 
coagulation. 

	 Après la mesure de la PNI, des hémorragies punctiformes ou 
des troubles circulatoires liés à un thrombus peuvent apparaître 
au niveau du site d’attache du brassard.

•	Ne pas plier le tube du brassard PNI pendant la mesure. Cela 
peut causer un trouble circulatoire tel qu’une congestion due à 
une mauvaise circulation sanguine. Si le brassard est maintenu 
sous forte pression, une nécrose cutanée peut apparaître au 
niveau du site d’attache.

•	Lors de la réalisation de mesures sur de longues durées à des 
intervalles inférieurs à 2,5 minutes, surveiller l’état du patient 
afin de s’assurer que la circulation sanguine est adéquate. Un 
trouble circulatoire tel qu’une congestion peut apparaître au 
niveau du site de mesure. Lors de mesures périodiques sur de 
longues durées, contrôler régulièrement l’état de la circulation 
sanguine.

•	Ne pas attacher le brassard PNI sur une zone comportant une 
blessure. Cela peut provoquer une aggravation de l’état de la 
blessure.

•	Ne pas attacher le brassard PNI sur un membre utilisé pour 
un abord ou un traitement par voie intravasculaire ou un shunt 
artérioveineux (A-V). Cela peut provoquer un reflux du sang 
ou de la solution médicamenteuse ou bloquer l’injection de la 
solution médicamenteuse en raison d’une mauvaise circulation 
sanguine.

•	Ne pas attacher le brassard PNI sur un bras situé du même côté 
qu’une mastectomie. Cela peut causer un trouble circulatoire tel 
qu’un gonfl ement dû à une mauvaise circulation sanguine.

•	Si, pendant une mesure de la PNI, le brassard PNI et un 
autre équipement médical sont attachés au même membre, 
le fonctionnement de l’équipement médical peut être 
temporairement perturbé.

•	Pendant la mesure de la PNI, contrôler l’état du patient 
et vérifier que le brassard PNI n’affecte pas la circulation 
sanguine.

ATTENTION
•	Ne pas attacher le brassard de façon trop serrée ou trop lâche.
	 Si le brassard est trop serré, des troubles circulatoires peuvent 

apparaître tels qu’une congestion due à une mauvaise 

circulation sanguine. Si le brassard est trop lâche, la valeur de 
la PNI peut augmenter.

•	Ne remplacer aucune pièce du brassard. Si des pièces sont 
remplacées par des pièces non conformes, une mesure 
correcte de la PNI ne peut pas être réalisée.

REMARQUE :
•	N’utilisez pas un brassard présentant une anomalie car une 

mesure correcte de la PNI ne pourrait pas être obtenue. Le 
brassard se détériore lors de son utilisation, de son nettoyage 
et de sa désinfection. Vérifiez qu’il ne présente pas de fi ssure, 
de craquelure ni de trou avant de l’utiliser.

•	Avant d’attacher le brassard, vérifi ez que les coutures de 
la housse en tissu sont en parfait état. Si une couture est 
endommagée, remplacez immédiatement le brassard par un 
neuf. Sinon, le sac gonflable peut éclater pendant l’utilisation.

•	Ne laissez jamais de liquide pénétrer dans le sac gonflable. 
Le liquide pourrait couler du sac gonflable vers le moniteur 
connecté et endommager ce dernier.

Choix du brassard
La plage appropriée des circonférences du site de mesure 
est imprimée sur le brassard. Si plusieurs tailles de brassard 
s’adaptent à la circonférence du site de mesure, sélectionnez le 
plus grand brassard.
REMARQUE : Sélectionnez un brassard d’une taille adaptée au 
patient. Sinon, une mesure correcte de la PNI ne peut pas être 
réalisée.

Modèle
Largeur du 
sac gonfl 

able 
Circonférence 

appropriée
N° de 

référence

YP-710T Brassard PNI, 
nourrisson 5 cm 8 à 13 cm S951A

YP-711T Brassard PNI, 
enfant 7 cm 13 à 18 cm S951B

YP-712T Brassard PNI, 
adulte, petit 10 cm 18 à 23 cm S951C

YP-713T Brassard PNI, 
adulte 13 cm 23 à 33 cm S951D

YP-714T Brassard PNI, 
adulte, grand 16 cm 33 à 45 cm S951E

YP-715T Brassard PNI, 
cuisse 19 cm 45 à 55 cm S951F

Connecteur
Connecteur existant
Non conforme aux normes ISO 80369-1 
et IEC 80369-5.

YP-710T Brassard PNI, 
nourrisson 5 cm 8 à 13 cm YP-

710T-S

YP-711T Brassard PNI, 
enfant 7 cm 13 à 18 cm YP-

711T-S

YP-712T Brassard PNI, 
adulte, petit 10 cm 18 à 23 cm YP-

712T-S

YP-713T Brassard PNI, 
adulte 13 cm 23 à 33 cm YP-

713T-S

YP-714T Brassard PNI, 
adulte, grand 16 cm 33 à 45 cm YP-

714T-S

YP-715T Brassard PNI, 
cuisse 19 cm 45 à 55 cm YP-

715T-S

Connecteur
Connecteur conforme IEC 80369-5
Branchez uniquement un appareil 
conforme aux normes ISO 80369-1 ou 
IEC 80369-5.

Pour en savoir plus sur la conformité aux normes, reportez-vous au 
manuel d'utilisation de l'appareil de connexion.

Contrôles à effectuer avant utilisation
•	Avant son utilisation, vérifiez l’état du brassard et assurez-vous 

qu’il ne présente pas de fissure, de craquelure ni de trou.
•	Avant d’attacher le brassard, vérifiez que les coutures de la 

housse en tissu sont en parfait état.

Housse en tissu

Tube

Connecteur

Sac gonflable
(dans la housse en tissu)



•	Assurez-vous que le sac gonflable est correctement inséré dans 
la housse en tissu.

Mise en place du brassard sur le patient
REMARQUE
•	Afin d’éviter de couper l’arrivée d’air dans le tube du brassard 

pendant la mesure, veillez à ne pas plier le tube ou à le coincer 
sous le patient.

•	Lors de la mise en place du brassard, laissez un espace 
suffisant pour passer deux doigts entre la peau et le brassard. 
Si le brassard est trop lâche, la peau risque d’être pincée par le 
brassard gonflé, ce qui peut provoquer un hématome.

1.	 Placez le brassard autour du membre  
de telle sorte que le symbole ▼ de « 
ARTERY » s’aligne avec l’artère du 
patient.
REMARQUE : Le brassard ne doit 
pas être placé autour du coude ou de la cheville.

2.	Vérifi ez que « INDEX » se trouve  
dans la zone « ◄RANGE► ».
REMARQUE : Si « INDEX » n’est 
pas à l’intérieur de la zone « 
◄RANGE► », changez de taille de 
brassard. Sinon, une mesure 
correcte ne peut pas être réalisée.

Retrait et insertion du sac gonflable
Retrait du sac gonflable de la housse 
en tissu
Retirez le sac gonflable par la fente de la 
housse en tissu. 
REMARQUE: Veillez à ne pas endommager le brassard.
Insertion du sac gonflable dans la housse en tissu
1.	 Pliez le sac gonflable en deux dans le sens de la longueur.
2.	 Insérez le tube et le sac gonflable plié dans la housse en tissu 

par la fente latérale de la housse. Faites sortir le tube par la 
petite fente.

	 Veillez à ce que le sac gonflable ne reste pas plié dans la 
housse en tissu.

3.	 Dépliez soigneusement le sac gonflable.

Nettoyage et désinfection du brassard
Avant de nettoyer ou de désinfecter le brassard, retirez le 
sac gonflable de la housse en tissu. Après le nettoyage ou la 
désinfection, replacez correctement le sac gonflable dans la 
housse en tissu. Consultez le chapitre « Retrait et insertion du 
sac gonflable ».
REMARQUE
•	Prenez soin de ne pas endommager le sac gonflable pendant 

le nettoyage et la désinfection. Un sac gonflable perforé ou 
égratigné peut éclater en cours d’utilisation.

•	Ne laissez jamais de liquide pénétrer dans le sac gonflable. 
Le liquide pourrait couler du sac gonflable vers le moniteur 
connecté et endommager ce dernier.

Nettoyage
Housse en tissu:  Lavez-la avec un détergeant 
neutre et de l’eau, puis faites-la sécher.
Sac gonflable:  Évacuez tout l’air contenu dans 
le sac et mettez le capuchon fermement en place. 
Lavez-le ensuite avec un détergeant neutre et de 
l’eau, puis faites-le sécher.
Désinfection
Housse en tissu:  Immergez la housse en tissu dans de l’eau 
chaude (80 ºC, 176 ºF) pendant 10 minutes, puis nettoyez-la 
comme décrit ci-dessus.
Sac gonflable:  Désinfectez le sac gonflable à l’hypochlorite de 
sodium, puis nettoyez-le comme décrit ci-dessus.
La house en tissu et le sac gonflable peuvent être désinfectés à 
l’éthanol. Essuyez la house en tissu et le sac gonflable à l’aide 
d’un tissu doux humecté d’éthanol, puis séchez à fond.
REMARQUE:
•	Ne stérilisez pas le brassard à l’autoclave.
•	Ne stérilisez pas et ne désinfectez pas le brassard à l’ozone ni à 

la lumière UV.
•	N’utilisez pas des désinfectants non spécifiés.
•	Utilisez le désinfectant à la concentration indiquée. Pour des 

informations détaillées, consultez le manuel du désinfectant.

Stockage
Évitez l’exposition directe à la lumière du soleil ou à la lumière 
UV. Ne stockez pas le brassard dans un environnement 
contenant de l’ozone. L’ozone détériorerait le sac gonflable.
Longévité
Remplacez le brassard un an environ après sa mise en service. 
La durée de service du sac gonfl able est approximativement de 
30 000 gonflages.
Si le brassard présente une fi ssure ou un trou, mettez-le au rebut 
et remplacez-le, même avant l’expiration de sa durée de service. 
Ce produit est un consommable.
Mise au rebut

ATTENTION
La mise au rebut des produits Nihon Kohden doit être effectuée 
conformément à la réglementation locale et aux directives de 
l’établissement concernant l’élimination des déchets. Sinon, elle 
pourrait avoir des eff ets néfastes sur l’environnement. Dans le 
cas de la contamination d’un produit par une infection, sa mise au 
rebut doit être effectuée conformément à la réglementation locale 
et aux directives de l’établissement concernant l’élimination des 
déchets médicaux. Le non-respect de cet avertissement peut 
être la cause d’une infection.

Caractéristiques techniques
Température de fonctionnement:	 10 à 40ºC (50 à 104ºF)
Humidité de fonctionnement:	 15 à 85%

ARTERY

◄RANGE►

Capuchon de 
connecteur 

MANUAL DEL OPERADOR Manguito de PNI Spanish

Símbolo Descripción Símbolo Descripción

Precaución Número de lote

No está fabricado 
con látex

Fecha de 
fabricación

Color de 
fondo: azul

Siga las 
instrucciones de uso

Límites de 
temperatura
Límites de 
humedad

Dispositivo médico 
El símbolo MD se aplica de conformidad con la 
legislación de la Unión Europea.
La marca CE es una marca de conformidad 
protegida de la Unión Europea.

Información general
El manguito de PNI sirve para 
medir el valor de PNI mediante 
la colocación del manguito 
alrededor del brazo o del muslo.  
El manguito consta de un 
brazalete de tela y de una bolsa 
de inflado con un conector. Este 
manguito de PNI no contiene látex.
Lea detenidamente este manual y el manual del operador del 
monitor conectado antes de utilizarlo.

ADVERTENCIA
•	Tenga cuidado cuando mida la PNI en un paciente con trastornos 

conocidos de hemorragia o coagulación. Después de medir la 
PNI, puede producirse una hemorragia en un punto o problemas 
circulatorios causados por trombos en la extremidad en la que 
estuviera colocado el manguito.

•	No doble el tubo del manguito de PNI durante la medición. 
Podría causar problemas circulatorios como la congestión a 
causa de una mala circulación sanguínea. Si el manguito sigue 
recibiendo presión, podría producirse una necrosis compresiva 
en el punto de conexión.

•	Cuando se realicen mediciones a largo plazo en intervalos 
inferiores a 2,5 minutos, lleve a cabo las mediciones mientras 
observa el estado del paciente para garantizar una circulación 
correcta. Podrían producirse problemas circulatorios como la 
congestión en el punto de medición. Cuando se lleva a cabo 
una medida periódica durante un período de tiempo prolongado, 
compruebe con frecuencia el estado de circulación del paciente.

•	No coloque el manguito de PNI en una zona herida. La herida 
podría empeorar.

•	No coloque el manguito de PNI en una extremidad que se esté 
utilizando para terapia o acceso intravascular o en derivaciones 
arteriovenosas (A-V). Podría provocar el reflujo de sangre o de 
una solución medicinal, o impedir la inyección de la solución 
medicinal a causa de una mala circulación sanguínea.

•	No coloque el manguito de PNI en el brazo del mismo lado de 
una mastectomía. Podría causar problemas circulatorios como 
la tumefacción a causa de una mala circulación sanguínea.

•	Mientras mide la PNI, si el manguito de PNI y otro equipo 
médico están conectados a la misma extremidad, puede que el 
equipo médico no funcione temporalmente.

•	Mientras mide la PNI, compruebe el estado del paciente y 
confirme que el manguito de PNI no afecta a la circulación 
sanguínea.

PRECAUCIÓN
•	No apriete demasiado ni deje demasiado suelto el manguito. 

Si el manguito queda demasiado apretado, puede provocar 
problemas circulatorios como la congestión debido a una mala 
circulación sanguínea. Si el manguito queda demasiado suelto, 
el valor de PNI puede aumentar.

•	No sustituya ninguna pieza del manguito. Si sustituye algunas 
piezas por otras, no podrá llevarse a cabo la correcta medición 
de PNI.

NOTA:
•	No utilice un manguito anormal porque no se pueda llevar a 

cabo la correcta medición de PNI. El manguito se deteriora con 
el uso, la limpieza y la desinfección. Compruebe que no haya 
ningún desperfecto, rotura ni agujero en el manguito antes de 
su uso.

•	Antes de colocar el manguito, compruebe que el brazalete de 
tela no tenga costuras sueltas. Si encuentra alguna costura 
suelta en el brazalete, sustituya el manguito inmediatamente 
por uno nuevo. De lo contrario, la bolsa de inflado podría 
romperse durante el uso.

•	Nunca permita que entre líquido en la bolsa de inflado. De lo 
contrario, podría entrar en el monitor conectado y dañarlo.

Selección del manguito
El rango adecuado de circunferencia del punto de conexión está 
impreso en el manguito. Si hay más de un tamaño de manguito 
que se ajuste a la circunferencia del punto de conexión, 
seleccione el manguito más grande.

NOTA: Seleccione un manguito que se adapte al paciente. De lo 
contrario, no se podrá llevar a cabo una correcta medición de 
PNI.

Información de seguridad

Modelo
Anchura de 
la bolsa de 

inflado 
Circunferencia 

adecuada
Código de 
suministro

YP-710T
Manguito 
de PNI, 
neonato

5 cm De 8 a 13 cm S951A

YP-711T Manguito de 
PNI, niño 7 cm De 13 a 18 cm S951B

YP-712T
Manguito de 
PNI, adulto, 
pequeño

10 cm De 18 a 23 cm S951C

YP-713T Manguito de 
PNI, adulto 13 cm De 23 a 33 cm S951D

YP-714T
Manguito de 
PNI, adulto, 
grande

16 cm De 33 a 45 cm S951E

YP-715T Manguito de 
PNI, muslo 19 cm De 45 a 55 cm S951F

Connector
Conector existente
No cumple con la norma ISO 80369-1 y la 
IEC 80369-5.

YP-710T
Manguito 
de PNI, 
neonato

5 cm De 8 a 13 cm YP-710T-S

YP-711T Manguito de 
PNI, niño 7 cm De 13 a 18 cm YP-711T-S

YP-712T
Manguito de 
PNI, adulto, 
pequeño

10 cm De 18 a 23 cm YP-712T-S

YP-713T Manguito de 
PNI, adulto 13 cm De 23 a 33 cm YP-713T-S

YP-714T
Manguito de 
PNI, adulto, 
grande

16 cm De 33 a 45 cm YP-714T-S

YP-715T Manguito de 
PNI, muslo 19 cm De 45 a 55 cm YP-715T-S

Connector
Conector que cumple la norma IEC 80369-5
Conecte únicamente un dispositivo que 
cumpla con la norma ISO 80369-1 o IEC 
80369-5.

Para conocer las normas de conformidad, consulte el manual del 
usuario del dispositivo de conexión.

Comprobación antes del uso
•	Antes del uso, compruebe el manguito y asegúrese de que no 

haya ningún desperfecto, rotura ni agujero en él.
•	Antes de colocar el manguito, compruebe que el brazalete de 

tela no tenga costuras sueltas.
•	Confirme que la bolsa de inflado está correctamente insertada 

en el brazalete de tela.
Colocación del manguito al paciente
NOTA
•	Para evitar la interrupción del flujo de aire en el tubo del 

manguito durante la medición, procure no doblar el tubo ni 
colocarlo debajo del paciente.

•	Al colocar el manguito, deje espacio suficiente para que quepan 
dos dedos entre el manguito y la piel del paciente. Si el 
manguito queda demasiado flojo, la piel puede quedar 
pellizcada por el manguito inflado y podría producirse una 
hemorragia subcutánea.

1.	 Coloque el manguito alrededor de 
la extremidad de modo que la marca 
▼ de “ARTERY” (ARTERIA) se 
alinee con la arteria del paciente.
NOTA: El manguito no debe 
colocarse alrededor del codo ni de la rodilla.

2.	Compruebe que la marca “INDEX” 
(ÍNDICE) esté entre el valor 
“◄RANGE►” (RANGO).
NOTA: Si la marca “INDEX” 
(ÍNDICE) no está entre el valor “◄RANGE►” (RANGO), 
cambie el tamaño del manguito. De lo contrario, no se podrá 
llevar a cabo una medición correcta.

Extracción e inserción de la bolsa de inflado
Extracción de la bolsa de inflado del 
brazalete de tela
Saque la bolsa de inflado por la abertura 
del brazalete de tela. 

Brazalete de tela

Tubo

Conector

Bolsa de inflado
(en el brazalete de tela)

ARTERY

◄RANGE►

NOTA: Tenga cuidado de no dañar el manguito.
Inserción de la bolsa de inflado en el brazalete de tela
1.	 Pliegue la bolsa de inflado por la mitad.
2.	 Inserte el tubo y la bolsa de inflado plegada por la abertura 

lateral del brazalete de tela. Saque el tubo por el pequeño 
orificio. Tenga cuidado de no dejar la bolsa de inflado plegada 
en el interior del brazalete de tela.

3.	 Despliegue con cuidado la bolsa de inflado.

Limpieza y desinfección del manguito
Antes de limpiar o desinfectar el manguito, saque la bolsa 
de inflado del brazalete de tela. Después de la limpieza o 
desinfección, coloque la bolsa de inflado correctamente dentro 
del brazalete de tela. Consulte la sección “Extracción e inserción 
de la bolsa de inflado”.
NOTA:
•	Mientras limpia o desinfecta la bolsa de inflado, tenga cuidado 

de no dañarla. Una bolsa de inflado perforada o dañada podría 
explotar durante el uso.

•	Nunca permita que entre líquido en la bolsa de inflado. De lo 
contrario, podría entrar en el monitor conectado y dañarlo.

Limpieza
Brazalete de tela:	 Lávelo con detergente neutro 
y agua. Séquelo concienzudamente.
Bolsa de inflado:	 Extraiga todo el aire de la 
bolsa y cierre la tapa del conector con firmeza. 
A continuación, lávela con detergente neutro y 
agua. Séquela concienzudamente.
Desinfección
Brazalete de tela: 	Sumerja el brazalete de tela en agua caliente 
(80 °C, 176 °F) durante 10 minutos y, a continuación, límpielo 
según se ha descrito anteriormente.

Bolsa de inflado:	 Desinfecte la bolsa de inflado con hipoclorito 
de sodio y, a continuación, límpiela según se ha descrito 
anteriormente.
El brazalete de tela y la bolsa de inflado se pueden desinfectar 
con etanol. Limpie el brazalete de tela y la bolsa de inflado 
con un paño suave húmedo con etanol desinfectante y, a 
continuación, séquelos concienzudamente.
NOTA:
•	No esterilice en autoclave el manguito.
•	No esterilice ni desinfecte el manguito con luz ultravioleta u 

ozono.
•	No utilice desinfectantes sin especificar. 
•	Utilice el desinfectante con la concentración correcta. Consulte 

el manual del desinfectante para obtener más detalles.

Almacenamiento
Evite la exposición directa a la luz del sol o a la luz ultravioleta. 
No almacene el manguito en un entorno de ozono. El ozono 
deteriora la bolsa de inflado.
Vida útil
Sustituya el manguito aproximadamente un año después de haber 
empezado a utilizarlo. La vida útil de la bolsa de inflado es de 
aproximadamente 30 000 inflaciones.
Si el manguito tiene un agujero o un desperfecto, deséchelo o 
sustitúyalo por uno nuevo, incluso si aún no ha finalizado su vida 
útil. Este producto es un consumible.
Eliminación de residuos

PRECAUCIÓN
Elimine los productos Nihon Kohden de acuerdo con la legislación 
local y las directrices de eliminación de residuos de la empresa. 
De lo contrario, puede repercutir en el medio ambiente. Si existe la 
posibilidad de que el producto se haya infectado, elimínelo como si 
se tratara de un residuo médico de acuerdo con la legislación local 
y las directrices de la instalación para residuos médicos. En caso 
contrario, podría ser un foco de infección.

Especificaciones
Temperatura en funcionamiento:	 De 10 a 40 °C (de 50 a 104 °F)
Humedad en funcionamiento:	 De 15 a 85 %

Tapa del conector

MANUALE UTENTE Bracciale NIBP Italian

Simbolo Descrizione Simbolo Descrizione
Attenzione Numero di lotto

Non realizzato in 
lattice di gomma 
naturale

Data di produzione

Colore 
sfondo: blu

Seguire le istruzioni 
per l’uso

Limiti di 
temperatura

Limiti di umidità

Dispositivo medico 
Il simbolo MD viene applicato in conformità alla 
legislazione dell’Unione Europea.
Il marchio CE è un marchio di conformità protetto 
della Comunità Europea.

Generalità
Il bracciale NIBP serve per misurare la 
NIBP avvolgendolo intorno al braccio 
o alla coscia. Il bracciale è formato da 
un involucro in tessuto ed una camera 
gonfiabile con un connettore. Questo 
bracciale NIBP è privo di lattice.
Prima dell’uso, leggere con attenzione 
il presente manuale e il manuale utente del monitor collegato.
Informazioni per la sicurezza

AVVERTENZA
•	Prestare la massima attenzione quando si misura la NIBP su 

un paziente affetto da disturbi emorragici o di coagulazione. 
Terminata la misurazione della NIBP, nell’arto su cui è stato 
applicato il bracciale può riscontrarsi un’emorragia localizzata o 
un disturbo circolatorio causato da un trombo.

•	Non piegare il tubo del bracciale NIBP durante la misurazione. 
Ciò può causare disturbi circolatori, ad esempio una 
congestione, a causa della scarsa circolazione sanguigna. Se il 
bracciale continua ad essere gonfiato, si può verificare necrosi 
da compressione sul sito di applicazione.

•	Quando si esegue la misurazione a lungo termine ad intervalli 
inferiori a 2,5 minuti, durante le misurazioni osservare lo stato 
del paziente, per escludere problemi nella circolazione. Sul 
sito di misurazione si possono verificare disturbi circolatori, ad 
esempio una congestione. Quando si esegue una misurazione 
periodica di lunga durata, controllare periodicamente le 
condizioni della circolazione. 

•	Non applicare il bracciale NIBP su un’area ferita, per evitare 
che la ferita peggiori.

•	Non applicare il bracciale NIBP su un arto che è utilizzato 
per un accesso intravascolare o per la somministrazione di 
un farmaco, oppure per uno shunt artero-venoso (A-V). Ciò 
potrebbe causare un reflusso di sangue o della soluzione 
farmacologica, oppure bloccare l’iniezione della soluzione 
farmacologica a causa dell’insufficiente circolazione sanguigna.

•	Non applicare il bracciale NIBP sul braccio dello stesso lato 
di una mastectomia. Ciò può causare disturbi circolatori, ad 
esempio un rigonfiamento, a causa della scarsa circolazione 
sanguigna.

•	Mentre si misura la NIBP, se il bracciale NIBP e altra 
apparecchiatura medicale sono applicati sullo stesso arto, 
l’apparecchiatura medicale potrebbe temporaneamente non 
funzionare.

•	Mentre si misura la NIBP, controllare le condizioni del 
paziente e verificare che il bracciale NIBP non comprometta la 
circolazione sanguigna.

ATTENZIONE
•	Non stringere troppo o troppo poco il bracciale. Se il bracciale è 

troppo stretto, può causare disturbi circolatori, ad esempio una 
congestione, a causa della scarsa circolazione sanguigna. Se è 
troppo lento, il valore NIBP può aumentare.

•	Non sostituire alcuna parte del bracciale. Se si sostituiscono 
delle parti con parti diverse, non è possibile misurare 
correttamente la NIBP.

NOTA:
•	Non utilizzare un bracciale non regolare, poiché non 

consentirebbe di misurare la NIBP correttamente. Il bracciale si 
deteriora con l’uso, la pulizia e la disinfezione. Prima dell’uso, 
controllare che il bracciale non presenti tracce di difetti, crepe o 
fori.

•	Prima di applicare il bracciale, controllare che la cucitura 
dell’involucro in tessuto non sia allentata. Se si trovano dei 
punti allentati nella cucitura dell’involucro di tessuto, sostituire 
immediatamente il bracciale con uno nuovo. In caso contrario, 
la camera d’aria può scoppiare durante l’uso.

•	Non permettere che liquido penetri nella camera d’aria. Se del 
liquido penetrasse nella camera d’aria, potrebbe infiltrarsi nel 
monitor collegato e danneggiarlo.

Scelta del bracciale
Sul bracciale è stampato il range delle circonferenze idonee 
per il sito di applicazione. Se più di una misura del bracciale è 
idonea per la circonferenza del sito di applicazione, scegliere il 
bracciale più grande.
NOTA: scegliere un bracciale adatto per il paziente. In caso 
contrario, non è possibile eseguire una misurazione corretta 
della NIBP.

Modello
Larghezza 

camera 
d’aria 

Circonferenza 
idonea

Codice 
fornitura

YP-710T Bracciale NIBP, 
infante 5 cm 8 - 13 cm S951A

YP-711T Bracciale NIBP, 
pediatrico 7 cm 13 - 18 cm S951B

YP-712T Bracciale NIBP, 
adulto, piccolo 10 cm 18 - 23 cm S951C

Modello
Larghezza 

camera 
d’aria 

Circonferenza 
idonea

Codice 
fornitura

YP-713T Bracciale NIBP, 
adulto 13 cm 23 - 33 cm S951D

YP-714T Bracciale NIBP, 
adulto, grande 16 cm 33 - 45 cm S951E

YP-715T Bracciale NIBP, 
coscia 19 cm 45 - 55 cm S951F

Connettore
Connettore esistente
Non conforme a ISO 80369-1 e IEC 
80369-5.

YP-710T Bracciale NIBP, 
infante 5 cm 8 - 13 cm YP-

710T-S

YP-711T Bracciale NIBP, 
pediatrico 7 cm 13 - 18 cm YP-

711T-S

YP-712T Bracciale NIBP, 
adulto, piccolo 10 cm 18 - 23 cm YP-

712T-S

YP-713T Bracciale NIBP, 
adulto 13 cm 23 - 33 cm YP-

713T-S

YP-714T Bracciale NIBP, 
adulto, grande 16 cm 33 - 45 cm YP-

714T-S

YP-715T Bracciale NIBP, 
coscia 19 cm 45 - 55 cm YP-

715T-S

Connettore
Connettore conforme a IEC 80369-5
Collegare solo un dispositivo conforme a 
ISO 80369-1 o IEC 80369-5.

Per gli standard di conformità, fare riferimento al manuale utente 
del dispositivo collegato.
Controllo prima dell’uso
•	Prima dell’uso, controllarlo e verificare che non presenti 

fessure o fori.
•	Prima di applicare il bracciale, controllare che la cucitura 

dell’involucro in tessuto non sia allentata.
•	Verificare che la camera d’aria sia inserita correttamente 

nell’involucro in tessuto.
Applicazione del bracciale al paziente
NOTA
•	Per evitare di bloccare il flusso d’aria nel tubo del bracciale 

durante la misurazione, evitare di piegare il tubo o di 
posizionarlo sotto il paziente.

•	Quando si avvolge il bracciale, lasciare uno spazio sufficiente 
all’inserimento di due dita tra bracciale e cute. Se il bracciale è 
troppo lento, il bracciale gonfiato può pizzicare la cute 
causando un’emorragia sottocutanea.

1.	 Avvolgere il bracciale intorno 
all’arto, in modo che la tacca ▼ 
dell’”ARTERIA” sia allineata con 
l’arteria del paziente.
NOTA: il bracciale non deve essere 
avvolto sul gomito o sul ginocchio.

2.	Controllare che l’”INDICE” rientri 
nel “◄RANGE►”.
NOTA: se l’”INDICE” non rientra nel 
“◄RANGE►”, scegliere un bracciale di misura diversa. In 
caso contrario, non è possibile eseguire una misurazione 
corretta.

Rimozione e inserimento della camera d’aria
Rimozione della camera d’aria 
dall’involucro in tessuto
Estrarre la camera d’aria dalla fessura 
dell’involucro in tessuto. 
NOTA: evitare di danneggiare il bracciale.
Inserimento della camera d’aria nell’involucro in tessuto
1.	 Ripiegare a metà lunghezza la camera d’aria.
2.	 Inserire il tubo e la camera d’aria piegata nella fessura 

laterale dell’involucro in tessuto. Tirare ed estrarre il tubo 
dalla fessura piccola. Fare attenzione a non piegare la camera 
d’aria all’interno dell’involucro in tessuto.

3.	 Spiegare con cautela la camera d’aria.

Pulizia e disinfezione del bracciale
Prima di pulire o disinfettare il bracciale, estrarre la camera 
d’aria dall’involucro in tessuto. Dopo la pulizia o la disinfezione, 
reinserire correttamente la camera d’aria nell’involucro in tessuto. 
Fare riferimento a “Rimozione e inserimento della camera d’aria”.
NOTA:
•	Durante la pulizia o disinfezione della camera d’aria, prestare 

attenzione a non danneggiarla. Una camera d’aria perforata o 
graffiata può scoppiare durante l’uso.

•	Non permettere che liquido penetri nella camera 
d’aria. Se del liquido penetrasse nella camera 
d’aria, potrebbe infiltrarsi nel monitor collegato e 
danneggiarlo.

Pulizia
Involucro in tessuto:  Lavare con detergente neutro 
e acqua. Asciugarla bene.
Camera d’aria:  Scaricare tutta l’aria dalla camera 
e chiuderla bene con il suo cappuccio. Procedere poi al lavaggio 
con detergente neutro e acqua. Asciugarla bene.
Disinfezionexzzz
Involucro in tessuto:  Immergere l’involucro in tessuto in 
acqua calda (80ºC, 176ºF) per 10 minuti, quindi pulirlo come 

Involucro in tessuto

Tubo

Connettore

Camera d’aria
(dentro l’involucro 
in tessuto)

ARTERIA

◄RANGE►

Cappuccio 
connettore 

descritto sopra.
Camera d’aria:  Disinfettare la camera d’aria con ipoclorito di 
sodio, quindi pulirla come descritto sopra.
La cuffia in tessuto e la camera d’aria interna possono essere 
disinfettate con disinfettante a base di etanolo (alcol etilico).
Strofinare la cuffia in tessuto e la camera d’aria con un 
panno morbido inumidito di alcol etilico, quindi asciugare 
accuratamente.
NOTA:
•	Non lavare il bracciale in autoclave.
•	Non sterilizzare o disinfettare il bracciale con luce ultravioletta o 

ozono.
•	Non utilizzare disinfettanti non specificati. 
•	Usare il disinfettante nella concentrazione giusta. Per i dettagli, 

fare riferimento al manuale del disinfettante.

Conservazione
Evitare l’esposizione diretta alla luce solare e ultravioletta. Non 
conservare il bracciale in un ambiente ricco di ozono. L’ozono 
deteriora la camera d’aria.

Durata
Sostituire il bracciale circa un anno dopo il primo utilizzo. La 
durata del bracciale è di circa 30.000 gonfiaggi.
Se il bracciale è forato o crepato, smaltirlo e sostituirlo con uno 
nuovo, anche se non è ancora superata la sua durata utile. Questo 
prodotto è un materiale di consumo.
Smaltimento

ATTENZIONE
Smaltire i prodotti Nihon Kohden in conformità alle leggi locali ed 
alle direttive di smaltimento rifiuti del proprio ospedale, altrimenti 
si possono causare danni all’ambiente. Se esiste la possibilità 
che il prodotto sia stato contaminato e infettato, smaltirlo come 
rifiuto medicale in conformità alle leggi locali ed alle direttive 
di smaltimento rifiuti del proprio ospedale. In caso contrario 
sussiste il rischio di infezioni.

Specifiche
Temperatura operativa:	 10 - 40ºC (50 - 104ºF)
Umidità operativa:	 15 - 85%

Символ Описание Символ Описание
Внимание

Цвет фона: 
синий

Следуйте 
инструкции по 
эксплуатацииНомер партии

Не содержит 
латекс Дата выпуска

Верхний и 
нижний пределы 
температур.

Верхний и 
нижний пределы 
влажности

Медицинское изделие 
Символ MD применяется в соответствиис 
законодательством Европейского Союза.
Знак CE является защищенным знаком 
соответствия Европейского сообщества.

Общие сведения
Манжета НИАД предназначена 
для неинвазивного измерения 
артериального давления 
(посредством оборачивания ее 
вокруг руки или бедра). Манжета 
состоит из тканевого чехла и 
камеры манжеты с разъемом. 
Материалы, из которых сделана 
манжета НИАД, не содержат латекса.
Перед эксплуатацией внимательно ознакомьтесь с 
настоящим руководством и руководством оператора 
подключаемого монитора.
Информация по безопасности

ВНИМАНИЕ
•	Будьте внимательны при измерении НИАД у пациента 

с известными нарушениями свертываемости крови 
или коагуляции. После измерения НИАД существует 
вероятность возникновения точечного кровоизлияния или 
нарушений кровообращения с образованием тромба в 
сосудах конечности, к который была прикреплена манжета.

•	Не перегибайте трубку манжеты во время измерения 
НИАД. Это может привести к нарушению кровообращения, 
например, к застою крови из-за слабой циркуляции. Если 
давление манжеты продолжит увеличиваться, в месте 
прикрепления манжеты может образоваться некроз 
вследствие сдавливания.

•	При выполнении длительных измерений с промежутками 
меньше чем 2,5 минуты периодически проверяйте 
состояние пациента для сохранения нормальной 
циркуляции крови. На участке измерения может произойти 
нарушение кровообращения, например, застой крови. 
При длительном периодическом выполнении измерений 
регулярно проверяйте условия циркуляции крови.

•	Не прикрепляйте манжету для измерения НИАД к области 
раны. Это может усугубить рану.

•	Не прикрепляйте манжету для измерения НИАД 
к конечности, используемой для получения 
интраваскулярного доступа для терапии или для 
получения доступа к артериовенозному анастомозу. Это 
может вызвать рефлюкс крови или медицинского раствора, 
а также препятствовать вводу медицинского раствора в 
связи со слабой циркуляцией крови.

•	Не прикрепляйте манжету для измерения НИАД к 
руке, находящейся с той же стороны, с которой была 
проведена мастэктомия. Это может привести к нарушению 
кровообращения в связи со слабой циркуляцией, 
например, к отеку.

•	Если манжета НИАД прикреплена к конечности пациента 
совместно с иным медицинским оборудованием, 
медицинское оборудование может временно перестать 
работать во время измерения НИАД.

•	Во время измерения НИАД проверьте состояние пациента 
и убедитесь в том, что манжета для измерения НИАД не 
имеет негативного влияния на циркуляцию крови.

ПРЕДОСТЕРЕЖЕНИЕ
•	Не допускается слишком тугое или слишком слабое 

оборачивание манжеты вокруг конечности. Если манжета 
слишком туго затянута, это может привести к нарушению 
кровообращения, например, к застою крови из-за слабой 
циркуляции. В случае слишком слабого закрепления 
манжеты возможно увеличение показателей НИАД.

•	Не заменяйте составляющие части манжеты. Если 
заменить составляющие части другими, показатели 
измеряемого НИАД не будут корректными.

ПРИМЕЧАНИЕ
•	Не используйте манжету, по какой-либо причине 

отличающуюся от стандартной, так как в этом случае 
показатели измеряемого НИАД не будут корректными. 
Эксплуатация, очистка и дезинфекция приводит к износу 
манжеты. Перед эксплуатацией удостоверьтесь, что на 
манжете нет дефектов, трещин и дыр.

•	Перед тем, как прикрепить манжету, удостоверьтесь, что 
на ткани чехла манжеты нет затяжек. Если вы обнаружили 
затяжки на ткани чехла манжеты, немедленно замените 
манжету на новую. В противном случае, камера манжеты 
может лопнуть во время эксплуатации.

•	Не допускайте попадания жидкости в камеру манжеты. 
Если жидкость окажется в камере, она может попасть в 
подключенный монитор, что приведет к его поломке.

Выбор манжеты
Выберите манжету, которая подходит пациенту по 
окружности места для ее прикрепления. Если более одного 
размера соответствует окружности места для прикрепления 
манжеты, выберите манжету большего размера.
ПРИМЕЧАНИЕ: Выберите манжету, которая подходит 
пациенту по размеру. В противном случае, показатели 
измеряемого НИАД не будут корректными.

Модель
Ширина 
камеры 

манжеты 

Подходящая 
длина 

окружности
Код 

поставки

YP-710T Манжета НИАД 
для младенца 5 см от 8 до 13 см S951A

YP-711T Манжета НИАД 
для ребенка 7 см от 13 до 18 см S951B

YP-712T
Манжета НИАД 
для взрослого, 
маленького 
размера

10 см от 18 до 
23 см S951C

YP-713T Манжета НИАД 
для взрослого 13 см от 23 до 

33 см S951D

YP-714T
Манжета НИАД, 
для взрослого, 
большого 
размера

16 см от 33 до 
45 см S951E

Модель
Ширина 
камеры 

манжеты 

Подходящая 
длина 

окружности
Код 

поставки

YP-715T Манжета НИАД 
на бедро 19 см от 45 до 

55 см S951F

Разъем
Имеющийся разъем
Не соответствует стандартам ISO 80369-1 
и IEC 80369-5.

YP-710T Манжета НИАД 
для младенца 5 см от 8 до 13 см YP-

710T-S

YP-711T Манжета НИАД 
для ребенка 7 см от 13 до 18 см YP-

711T-S

YP-712T
Манжета НИАД 
для взрослого, 
маленького 
размера

10 см от 18 до 
23 см

YP-
712T-S

YP-713T Манжета НИАД 
для взрослого 13 см от 23 до 

33 см
YP-

713T-S

YP-714T
Манжета НИАД, 
для взрослого, 
большого 
размера

16 см от 33 до 
45 см

YP-
714T-S

YP-715T Манжета НИАД 
на бедро 19 см от 45 до 

55 см
YP-

715T-S

Разъем
Совместимый разъем IEC 80369-5
Подключайте только устройство, 
соответствующее стандарту ISO 80369-1 
или IEC 80369-5.

Совместимые стандарты приведены в руководстве 
пользователя подключаемого устройства.

Проверка перед началом работы
•	Перед эксплуатацией проверьте манжету, удостоверьтесь, 

что на ней нет дефектов, трещин и дыр.
•	Перед тем, как прикрепить манжету, удостоверьтесь, что 

на ткани чехла манжеты нет затяжек.
•	Удостоверьтесь, что камера манжеты должным образом 

вставлена в тканевой чехол манжеты.
Наложение манжеты на тело пациента.
ПРИМЕЧАНИЕ
•	Чтобы избежать случайного перекрытия воздуха в трубке 

манжеты во время проведения измерений, не перегибайте 
трубку и следите за тем, чтобы она не передавливалась 
телом пациента.

•	При надевании манжеты оставьте достаточное количество 
свободного места — расстояние в два пальца между кожей 
пациента и манжетой. В случае слишком слабого 
закрепления манжеты возможно защемление кожи 
надувшейся манжетой, и, как следствие, подкожное 
кровотечение.

1.	 Оберните манжету вокруг конечности так, чтобы знак 
«▼» после надписи «АРТЕРИЯ» 
совпадал с расположением 
артерии пациента.
ПРИМЕЧАНИЕ: Не оборачивайте 
манжету вокруг колена или локтя.

2.	Удостоверьтесь, что надпись «ИНДЕКС» попадает в 
пределы надписи «◄ГРАНИЦЫ►».
ПРИМЕЧАНИЕ: Если «ИНДЕКС» 
не попадает в пределы надписи 
«◄ГРАНИЦЫ►», смените 
манжету на манжету другого 
размера. В противном случае, 
показатели измерений не будут корректными.

Удаление и вставка камеры манжеты
Удаление камеры манжеты из 
тканевого чехла.
Вытащите камеру манжеты из 
кармана в тканевом чехле. 
ПРИМЕЧАНИЕ: Не повредите при этом манжету.
Вставка камеры манжеты в тканевой чехол.
1.	 Сложите камеру манжеты пополам по длине.
2.	Вставьте трубку и сложенную камеру в боковой карман 

тканевого чехла. Вытащите трубку через маленькое 
отверстие. Следите за тем, чтобы камера манжеты не 
согнулась внутри чехла.

3.	 Осторожно распрямите камеру манжеты.

Очистка и дезинфекция манжеты
Перед очисткой и дезинфекцией манжеты, вытащите 
камеру из тканевого чехла. После очистки и дезинфекции, 
осторожно вставьте камеру манжеты в тканевой чехол. 
Обратитесь к разделу «Удаление и вставка камеры 
манжеты».
ПРИМЕЧАНИЕ
•	Не повредите камеру манжеты во время ее очистки и 

дезинфекции. Проколотая или поцарапанная камера 
может лопнуть во время эксплуатации манжеты.

•	Не допускайте попадания жидкости в камеру манжеты. 
Если жидкость окажется в камере, она может попасть в 
подключенный монитор, что приведет к его поломке.

Очистка
Тканевый чехол:  Очистите при помощи 
нейтрального детергента и воды. 
Тщательно высушите его.
Камера манжеты:  Удалите весь воздух 
из камеры и тщательно закройте крышку 
разъема. Затем очистите ее при помощи 
нейтрального детергента и воды. Тщательно высушите ее.
Дезинфекция
Тканевый чехол:  Погрузите тканевый чехол в горячую 
воду (80ºC, 176ºF) на 10 минут, затем очистите его способом, 
описанным выше.
Тканевый чехол:  Продезинфицируйте камеру манжеты 
гипохлоритом натрия, затем очистите ее способом, 
описанным выше.
Тканевый чехол и камеру манжеты можно дезинфицировать
с помощью этилового спирта. Протрите чехол и камеру 
мягкой салфеткой, смоченной этиловым спиртом, и 
тщательно их высушите.
ПРИМЕЧАНИЕ
•	Запрещена стерилизация манжеты в автоклаве.
•	Запрещена стерилизация манжеты при помощи 

ультрафиолетового излучения или озона.

Тканевый чехол

Трубка

Разъем

Камера манжеты
(в тканевом чехле)

АРТЕРИЯ

◄ГРАНИЦЫ►

Крышка разъема

РУКОВОДСТВО ОПЕРАТОРА
Манжета для неинвазивного измерения 

артериального давления (НИАД). Russian

•	Не используйте дезинфицирующие средства, не 
соответствующие техническим условиям. 

•	Используйте рекомендуемые концентрации 
дезинфицирующих средств. Для получения детальной 
информации ознакомьтесь с руководством по 
дезинфекции.

Хранение
Избегайте воздействия прямых солнечных лучей и 
ультрафиолетового излучения. Не храните манжету в 
воздушной среде, насыщенной озоном. Озон оказывает 
разрушающий эффект на камеру манжеты.
Эксплуатационный срок
Замените манжету через год после начала ее эксплуатации. 
Эксплуатационный срок камеры манжеты предусматривает 
примерно 30 000 сеансов накачки.
Утилизируйте манжету и замените ее новой в том 
случае, если на ней есть дефекты или дыры, даже если ее 
эксплуатационный срок еще не истек. Данная продукция 
является расходным материалом.

Утилизация
ПРЕДОСТЕРЕЖЕНИЕ

Утилизируйте продукцию фирмы Nihon Kohden в 
соответствии с местными законами и инструкциями 
Вашего учреждения по удалению отходов. В противном 
случае утилизация данной продукции может отрицательно 
сказаться на состоянии окружающей среды. В случае 
возможности заражения данной продукции инфекцией 
произведите ее утилизацию аналогично медицинским 
отходам в соответствии с местными законами и 
инструкциями Вашего учреждения по удалению 
медицинских отходов. В противном случае она может стать 
источником распространения инфекции.

Характеристики
Температура при использовании:	�от 10 до 40ºC  

(от 50 до 104ºF)
Влажность при использовании:	 от 15 до 85%

KULLANIM KILAVUZU NIBP Manşonu Turkish

Sembol Açıklama Sembol Açıklama

Dikkat Parti numarası

Doğal kauçuk 
lateks ile 
üretilmemiştir

Üretim tarihi

Arka plan 
rengi: mavi

Kullanım 
talimatlarını 
izleyin

Sıcaklık limitleri

Nem limitleri

Tıbbi cihaz 
MD sembolü, Avrupa Birliği mevzuatına uygun 
olarak kullanılır.
CE işareti Avrupa Birliğinin koruma altındaki bir 
uygunluk işaretidir. 

Genel
NIBP manşonu, manşonun kola veya 
bacağa sarılarak NIBP’ın ölçümüne 
yöneliktir. Manşon, bir kumaş kılıftan ve 
bir konektöre sahip şişirilebilen bir 
keseden oluşur. Bu NIBP manşonu 
lateks içermez.
Kullanmadan önce bu kılavuzu ve bağlanan monitörün 
kullanım kılavuzunu detaylı şekilde okuyun.
Güvenlik Bilgileri

UYARI
•	Kanama veya pıhtılaşma sorunları olduğu bilinen bir hastada 

NIBP ölçümü yaparken dikkatli olun. NIBP ölçümünden sonra, 
manşonun takılı olduğu kol veya bacakta noktasal kanama veya 
trombüs kaynaklı dolaşım bozukluğu olabilir.

•	Ölçüm esnasında NIBP manşonun hortumunu bükmeyin. 
Zayıf kan dolaşımından kaynaklanan konjesyon gibi dolaşım 
bozukluğuna neden olabilir. Manşona basınç gelmeye devam 
ederse takıldığı yerde basınç kaynaklı nekrozlar oluşabilir.

•	2,5 dakikanın altındaki aralıklarla uzun süreli ölçüm yapılırken, 
uygun dolaşım olduğundan emin olmak için ölçümleri hastanın 
durumunu gözlemlerken yapın. Konjesyon gibi dolaşım 
bozukluğu ölçüm yerinde oluşabilir. Uzun süre periyodik ölçüm 
yaparken, düzenli olarak dolaşım durumunu kontrol edin.

•	NIBP manşonunu yaralı bir bölgeye takmayın. Yaranın daha 
kötü olmasına neden olabilir.

•	NIBP manşonunu intravasküler erişim veya tedavi ya da 
arteriyövenöz (A-V) şant için kullanılan bir kol ya da bacağa 
takmayın. Bu, zayıf kan dolaşımı nedeniyle kanın veya 
medisinal çözeltinin geri çekilmesine neden olabilir ya da 
medisinal çözeltinin enjeksiyonunu engelleyebilir.

•	NIBP manşonunu mastektomi tarafında olan kola takmayın. 
Zayıf kan dolaşımından kaynaklanan şişlik gibi dolaşım 
bozukluğuna neden olabilir.

•	NIBP ölçümü esnasında NIBP manşonu ve diğer tıbbi 
ekipmanlar aynı kol ya da bacağa takılırsa tıbbi ekipman geçici 
olarak çalışmayabilir.

•	NIBP ölçümü esnasında hastanın durumunu kontrol ederek 
NIBP manşonun kan dolaşımını etkilemediğini onaylayın.

DİKKAT
•	Manşonu çok sıkı veya gevşek sarmayın. Manşon çok sıkı 

olursa zayıf  
kan akışından kaynaklanan konjesyon gibi dolaşımsal 
bozukluğa neden olabilir. Manşon çok gevşek olursa NIBP 
değeri yükselebilir.

•	Manşon üzerindeki hiçbir parçayı değiştirmeyin. Parçalar başka 
parçalarla değiştirilirse doğru NIBP ölçümü gerçekleştirilemez.

NOT:
•	Doğru NIBP ölçümü yapılamayacağı için normal olmayan 

bir manşonu kullanmayın. Manşonun durumu kullanımdan, 
temizlemeden ve dezenfeksiyondan dolayı kötüleşir. 
Kullanmadan önce manşonun üzerinde kusur, çatlak veya delik 
olmadığını kontrol edin.

•	Manşonu takmadan önce kumaş kılıfta gevşek dikiş olmadığını 
kontrol edin. Kumaş kılıfta gevşek bir dikiş tespit ederseniz 
derhal manşonu yenisiyle değiştirin. Aksi takdirde şişirilebilen 
kese kullanım esnasında patlayabilir.

•	Kesinlikle şişirilebilen kesenin içine sıvıların girmesine izin 
vermeyin. Şişirilebilen kesenin içine sıvı girerse buradan bağlı 
olan monitöre giderek zarar görmesine neden olabilir.

Manşonu Seçmek
Manşonun takılma yeri çevresinin uygun aralığı manşonun 
üzerinde basılıdır. Takma yeri çevresine birden fazla manşon 
uygunsa geniş olan manşonu seçin.
NOT: Hastaya uygun olan bir manşon seçin. Aksi takdirde doğru 
NIBP ölçümü gerçekleştirilemez.

Model
Şişirilebilen 

Kese 
Genişliği 

Uygun 
Çevre

Tedarik 
Kodu

YP-710T NIBP manşonu, 
Bebek 5 cm 8 ila 

13 cm S951A

YP-711T NIBP manşonu, 
Çocuk 7 cm 13 ila 

18 cm S951B

YP-712T NIBP manşonu, 
Yetişkin, Küçük 10 cm 18 ila 

23 cm S951C

YP-713T NIBP manşonu, 
Yetişkin 13 cm 23 ila 

33 cm S951D

YP-714T NIBP manşonu, 
Yetişkin, Büyük 16 cm 33 ila 

45 cm S951E

YP-715T NIBP manşonu, 
Bacak 19 cm 45 ila 

55 cm S951F

Konektör
Mevcut konektör
ISO 80369-1 ve IEC 80369-5 ile uyumlu 
değildir.

YP-710T NIBP manşonu, 
Bebek 5 cm 8 ila 

13 cm
YP-

710T-S

YP-711T NIBP manşonu, 
Çocuk 7 cm 13 ila 

18 cm
YP-

711T-S

YP-712T NIBP manşonu, 
Yetişkin, Küçük 10 cm 18 ila 

23 cm
YP-

712T-S

YP-713T NIBP manşonu, 
Yetişkin 13 cm 23 ila 

33 cm
YP-

713T-S

YP-714T NIBP manşonu, 
Yetişkin, Büyük 16 cm 33 ila 

45 cm
YP-

714T-S

YP-715T NIBP manşonu,  
Bacak 19 cm 45 ila 

55 cm
YP-

715T-S

Konektör
IEC 80369-5 uyumlu konektör
Sadece ISO 80369-1 veya IEC 80369-5 ile 
uyumlu bir cihaz bağlayın.

Uyumlu standartlar için bağlanan cihazın kullanım kılavuzuna 
bakın.

Kullanmadan Önce Kontrol Edin
•	Kullanmadan önce, manşonu kontrol ederek üzerinde kusur, 

çatlak veya delik olmadığını onaylayın.
•	Manşonu takmadan önce kumaş kılıfta gevşek dikiş olmadığını 

kontrol edin.
•	Şişirilebilir kesenin kumaş kılıfın içine doğru olarak yerleştirildi-

ğini kontrol edin.
Manşonu Hastaya Takmak
NOT
•	Ölçüm esnasında manşon hortumundaki hava akışını 

engellememek için hortumu bükmemeye veya hastanın altına 
koymamaya dikkat edin.

•	Manşonu sararken, manşon ile hastanın cildi arasına iki 
parmağınızı koyabileceğiniz şekilde bir boşluk bırakın. Manşon 
çok gevşek olursa hastanın cildi şişen manşon tarafından 
sıkıştırılabilir ve deri altı kanama meydana gelebilir.

1.	 Manşonu, “ATARDAMAR” ▼ 
işareti hastanın atar damarı ile 
aynı hizada olacak şekilde kol 
veya bacağa sarın.
NOT: Manşonun dirsek veya diz 
üstüne sarılmaması gerekir.

2.	“İNDEKSİN”, “◄ARALIK►” 
içinde olduğunu kontrol edin.
NOT: “İNDEKS”, “◄ARALIK►” içerisinde değilse manşon 
ebadını değiştirin. Aksi takdirde doğru ölçüm 
gerçekleştirilemez.

Şişirilebilen Keseyi Çıkarmak ve Takmak
Şişirilebilen Keseyi Kumaş Kılıftan 
Çıkarmak
Şişirilebilen keseyi kumaş kılıftaki 
yarıktan çekin. 
NOT: Manşona zarar vermemeye özen 
gösterin.
Şişirilebilen Keseyi Kumaş Kılıfa Takmak
1.	 Şişirilebilen keseyi yarı uzunluğuna kadar katlayın.
2.	Hortumu ve katlanmış şişirilebilen keseyi kumaş kılıfta 

bulunan yan yarıktan sokun. Hortumu küçük yarıktan 
dışarı çekin. Şişirilebilen kesenin kumaş kılıf içerisinde 
katlanmamasına dikkat edin.

3.	 Şişirilebilen keseyi dikkatli şekilde açın.

Manşonu Temizlemek ve Dezenfekte Etmek
Manşonu temizlemeden ya da dezenfekte etmeden önce 
şişirilebilen keseyi kumaş kılıftan dışarı çekin. Temizlik ya da 
dezenfekte işleminden sonra şişirilebilen keseyi kumaş kılıfın 
içine düzgün şekilde koyun. “Şişirilebilen Keseyi Çıkarmak ve 
Takmak” başlığına bakın.
NOT:
•	Şişirilebilen keseyi temizlerken ya da dezenfekte ederken hasar  

görmemesine özen gösterin. Üzerinde tırtıklar ya da çizikler 
oluşmuş bir şişirilebilen kese kullanım esnasında patlayabilir.

•	Kesinlikle şişirilebilen kesenin içine sıvıların girmesine izin 
vermeyin. Şişirilebilen kesenin içine sıvı girerse buradan bağlı 
olan monitöre giderek zarar görmesine neden olabilir.

Temizleme
Kumaş kılıf:  Nötr bir deterjan ve suyla yıkayın. 
İyice kurulayın.
Şişirilebilen kese:  Kesenin içindeki tüm havayı 
çıkararak konektör tıpasını sıkıca kapatın. 
Ardından nötr bir deterjan ve suyla yıkayın. 
İyice kurulayın.
Dezenfekte Etme
Kumaş kılıf:  Kumaş kılıfı sıcak suyun (80ºC, 176ºF) içinde 
yaklaşık 10 dakika süreyle tutun ve ardından yukarıda 
anlatıldığı gibi temizleyin.
Şişirilebilen kese:  Şişirilebilen keseyi sodyum hipoklorit 
ile dezenfekte edin ve ardından yukarıda anlatıldığı gibi 
temizleyin.
Kumaş kılıf ve şişirilebilen kuf etanol ile dezenfekte edilebilir. 
Kumaş kılıf ve şişirilebilen kufı etanol ile nemlendirilmiş bir 
bezle silin ve iyice kurutun.
NOT:
•	Manşonu otoklav ile dezenfekte etmeyin.
•	Manşonu ultraviyole ışığı veya ozonla sterilize veya dezenfekte 

etmeyin.
•	Kılavuzda belirtilmeyen dezenfektanları kullanmayın. 
•	Dezenfektanı doğru konsantrasyonda kullanın. Ayrıntılar için 

dezenfektanın kılavuzuna bakın.

Saklama
Doğrudan gelen güneş ışığından ve ultraviyole ışığından 
kaçının. Manşonu ozonlu bir ortamda saklamayın. Ozon, 
şişirilebilen kesenin durumunu kötüleştirir.
Kullanım Ömrü
Kullanmaya başladıktan yaklaşık bir yıl sonra manşonu 
değiştirin. Şişirilebilen kesenin kullanım ömrü yaklaşık olarak 
30.000 şişirmedir.
Üzerinde bir delik ya da kusur varsa manşonu kullanım ömrü 
dolmasa dahi atarak yenisiyle değiştirin. Bu ürün bir sarf 
malzemesidir.
Elden Çıkarma

DİKKAT
Nihon Kohden ürünlerini yerel kanunlarınıza ve tesisinizin 
atıkların elden çıkarılmasına ilişkin kılavuzlarına uygun olarak 
elden çıkarın. Aksi takdirde çevreyi olumsuz etkileyebilir. Ürünün 
enfeksiyonla kontamine olma olasılığı bulunuyorsa bu ürünü tıbbı 
atık olarak yerel kanunlara ve tesisinizin tıbbi atık yönergelerine 
uygun olarak elden çıkarınız. Aksi takdirde enfeksiyona neden 
olabilir.

Spesifikasyonlar
Kullanma sıcaklığı:	 10 ila 40ºC (50 ila 104ºF)
Kullanma nem aralığı:	 %15 ila 85

Kumaş kılıf

Hortum

Konektör

Şişirilebilen kese
(kumaş kılıf içinde)

◄ARALIK►

ATARDAMAR

Konektör tıpası


